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特別記事

特
別
記
事小

澤
治
子
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

　
小
澤
治
子
君
の
提
出
に
よ
る
『
ロ
シ
ア
の
対
外
政
策
と
ア
ジ
ア
太

平
洋
　
　
脱
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
検
証
』
の
構
成
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
序
　
論
　
1
　
問
題
の
所
在

　
　
　
　
　
2
　
分
析
の
対
象
及
び
手
法

　
第
－
部
　
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
政
権
期
に
お
け
る
対
外
政
策
論
争
の
展
開

　
　
　
　
　
－
脱
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
ア
ジ
ア
太
平
洋

　
　
第
一
章
ア
ジ
ア
太
平
洋
観
の
変
化

　
　
　
は
じ
め
に

　
　
　
ー
　
ブ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
期
に
お
け
る
ア
ジ
ア
集
団
安
全
保
障
構
想

　
　
　
2
　
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
政
権
と
ア
ジ
ア
太
平
洋

　
　
　
3
　
エ
リ
ツ
ィ
ン
政
権
へ
の
「
遺
産
」

　
　
　
結
び

　
　
第
二
章
対
日
認
識
の
変
化
（
1
）
1
「
日
本
軍
国
主
義
」
の
評
価

　
　
　
　
　
　
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
は
じ
め
に

　
　
　
1
　
資
本
主
義
と
「
軍
国
主
義
」

　
　
2
　
ブ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
期
に
お
け
る
対
日
認
識

　
　
3
　
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
政
権
期
に
お
け
る
対
日
認
識

　
　
結
び

　
第
三
章
　
対
日
認
識
の
変
化
（
2
）
ー
日
米
関
係
の
評
価
を
中
心
に

　
　
は
じ
め
に

　
　
1
　
日
米
経
済
摩
擦
激
化
と
ソ
連

　
　
2
　
日
米
安
全
保
障
協
力
強
化
と
ソ
連

　
　
3
　
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
政
権
と
日
米
関
係

　
　
結
び

第
2
部
　
ロ
シ
ア
の
対
外
政
策
に
お
け
る
「
西
側
」
協
調
の
意
味

　
第
四
章
　
冷
戦
構
造
崩
壊
後
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
対
外
政
策
－
中

　
　
　
　
　
東
欧
の
位
置
づ
け
を
主
軸
に

　
　
は
じ
め
に

　
　
1
　
対
外
政
策
路
線
の
基
本
的
特
色

　
　
2
　
ロ
シ
ア
・
中
東
欧
関
係
　
　
N
A
T
O
拡
大
問
題
と
の
関
連

　
　
　
　
で

　
　
3
　
対
外
政
策
に
お
け
る
中
東
欧
と
C
I
S

　
　
4
　
「
平
和
の
た
め
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
と
ロ
シ
ア

　
　
結
び

　
第
五
章
　
N
A
T
O
拡
大
問
題
と
C
I
S

　
　
　
　
ー
「
ロ
シ
ア
・
N
A
T
O
基
本
文
書
」
と
の
関
連
で

　
　
は
じ
め
に

　
　
ー
　
プ
リ
マ
コ
フ
の
外
相
就
任
と
ロ
シ
ア
外
交
の
一
元
化
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2
　
ロ
シ
ア
と
C
I
S

　
　
3
　
ロ
シ
ア
と
N
A
T
O

　
　
結
び

　
第
六
章
　
N
A
T
O
拡
大
間
題
と
東
ア
ジ
ア
ー
中
国
と
日
本
を
中

　
　
　
　
　
心
に

　
　
は
じ
め
に

　
　
1
　
対
外
政
策
に
お
け
る
東
ア
ジ
ア

　
　
2
　
対
外
政
策
に
お
け
る
中
国

　
　
3
　
「
中
国
の
脅
威
」
を
め
ぐ
っ
て

　
　
4
　
東
ア
ジ
ア
政
策
に
お
け
る
日
本

　
　
結
び

第
3
部
　
ア
ジ
ア
太
平
洋
の
国
際
協
力
体
制
参
入
を
め
ぐ
っ
て

　
第
七
章
　
ア
ジ
ア
太
平
洋
の
安
全
保
障
体
制
と
ロ
シ
ア

　
　
　
　
　
ー
日
米
ロ
関
係
と
の
関
連
で

　
　
は
じ
め
に

　
　
ー
　
ロ
シ
ア
に
お
け
る
安
全
保
障
観
の
変
化

　
　
2
A
R
F
と
ロ
シ
ア

　
　
3
　
日
米
安
保
体
制
と
ロ
シ
ア

　
　
4
　
日
ロ
間
の
安
全
保
障
交
流
の
進
展

　
　
結
び

　
第
八
章
　
ア
ジ
ア
太
平
洋
国
際
経
済
協
力
体
制
に
お
け
る
ロ
シ
ア
極

　
　
　
　
　
東
ー
ロ
シ
ア
の
A
P
E
C
加
盟
問
題
と
の
関
連
で

　
　
は
じ
め
に

　
　
　
1
　
A
P
E
C
と
ロ
シ
ア

　
　
　
2
　
ロ
シ
ア
に
お
け
る
連
邦
制
度
と
対
外
政
策

　
　
　
3
　
ロ
シ
ア
極
東
地
域
の
発
展
と
ア
ジ
ア
太
平
洋

　
　
　
結
び

　
結
　
論

　
本
論
文
の
目
的
は
、
次
の
三
つ
に
要
約
で
き
る
。
第
一
に
ソ
連
時

代
末
期
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
政
権
下
で
ソ
連
の
対
外
政
策
を
め
ぐ
っ
て

行
わ
れ
た
論
争
が
、
い
か
な
る
性
格
の
も
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
論

争
が
ソ
連
外
交
を
ど
の
よ
う
に
変
容
さ
せ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
。
第
二
に
ソ
連
外
交
の
変
容
が
ロ
シ
ア
の
対
外
政
策
に
ど
の
よ
う

に
継
承
さ
れ
、
ま
た
何
が
継
承
さ
れ
な
か
っ
た
か
を
考
察
し
、
ソ
連

解
体
に
よ
っ
て
ロ
シ
ア
の
対
外
政
策
が
直
面
し
た
間
題
は
、
い
か
な

る
も
の
で
あ
る
か
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。
第
三
に
ロ
シ
ア
の
対
外
政

策
に
見
ら
れ
る
ソ
連
か
ら
の
変
容
が
ア
ジ
ア
太
平
洋
、
特
に
東
ア
ジ

ア
の
国
際
関
係
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
か
に
つ

い
て
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
以
上
の
考
察
を
行
う
こ
と
の
意
義
は
、
次
の
二
点
に
あ
る
。
第
一

は
、
ロ
シ
ア
の
対
外
政
策
の
特
色
を
ソ
連
解
体
が
持
つ
意
味
と
の
関

連
で
論
じ
る
こ
と
の
重
要
性
で
あ
る
。
第
二
は
ロ
シ
ア
の
対
外
政
策

に
お
け
る
脱
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
化
の
意
味
を
論
じ
る
こ
と
の
重
要
性
で

あ
る
。
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で
は
、
内
容
を
順
次
紹
介
し
て
い
こ
う
。
第
一
部
は
ゴ
ル
バ
チ
ョ

フ
政
権
下
で
行
わ
れ
た
対
外
政
策
論
争
の
性
格
に
つ
い
て
、
主
と
し

て
ソ
連
と
ア
ジ
ア
太
平
洋
諸
国
と
の
関
係
に
焦
点
を
あ
て
て
考
察
を

行
う
。
第
一
章
で
は
、
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
が
ア
ジ
ア
太
平
洋
の
国
際

関
係
に
も
た
ら
し
た
イ
ン
パ
ク
ト
に
注
目
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
問
題

に
比
べ
て
考
察
さ
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
ア
ジ
ア
太
平
洋
を
め
ぐ

る
新
思
考
外
交
の
過
程
を
、
ソ
連
に
お
け
る
国
際
関
係
観
の
変
化
に

注
目
し
て
考
察
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
政
権
が
ア

ジ
ア
太
平
洋
に
関
し
て
行
っ
た
二
つ
の
重
要
な
演
説
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス

ト
ッ
ク
演
説
（
一
九
八
六
年
七
月
二
八
日
）
と
ク
ラ
ス
ノ
ヤ
ル
ス
ク

演
説
（
一
九
八
九
年
九
月
一
六
日
）
に
改
め
て
注
目
し
、
ペ
レ
ス
ト

ロ
イ
カ
が
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
も
た
ら
し
た
イ
ン
パ
ク
ト
に
つ
い

て
検
討
す
る
。
結
論
と
し
て
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
政
権
の
新
思
考
外
交
と

は
、
全
人
類
的
価
値
を
階
級
的
価
値
に
優
先
さ
せ
る
国
際
観
に
基
づ

い
て
進
め
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
を
め
ぐ
る
ソ
連
の
国

際
関
係
観
、
ま
た
安
全
保
障
観
に
反
映
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
し
、

三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
げ
ら
れ
る
。
第
一
に
ブ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
の
打

ち
出
し
た
ア
ジ
ア
集
団
安
全
保
障
構
想
は
、
ソ
連
に
と
っ
て
の
ア
メ

リ
カ
、
さ
ら
に
中
国
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
影
響
力
を
弱

め
、
ま
た
こ
の
地
域
に
お
け
る
既
存
の
軍
事
同
盟
の
解
体
を
意
図
し

た
。
だ
が
こ
う
し
た
観
点
は
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
政
権
下
に
お
い
て
目

に
見
え
る
形
で
明
確
に
変
化
し
た
。
第
二
に
ク
ラ
ス
ノ
ヤ
ル
ス
ク
演

説
は
、
根
本
的
な
発
想
に
お
い
て
、
か
つ
て
の
ア
ジ
ア
集
団
安
保
構

想
と
も
、
ま
た
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
自
身
の
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
演
説
と

も
異
な
り
、
ソ
連
の
対
外
政
策
が
ア
ジ
ア
太
平
洋
に
お
け
る
軍
事
同

盟
や
経
済
協
力
の
枠
組
と
の
対
決
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
、
ま
た
既
存
の
国
際
協
力
シ
ス
テ
ム
と
の

協
調
、
ま
た
そ
れ
ら
へ
の
参
加
を
ソ
連
が
求
め
た
こ
と
に
あ
る
。
第

三
に
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
政
権
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
観
は
ソ
連
解
体
後
、
ロ

シ
ア
の
エ
リ
ツ
ィ
ン
政
権
に
も
基
本
姿
勢
の
点
で
引
き
継
が
れ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
が
ロ
シ
ア
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
観
、

ま
た
ア
ジ
ア
太
平
洋
政
策
に
残
し
た
「
遺
産
」
の
大
き
さ
と
そ
の
意

義
に
つ
い
て
過
小
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
の
が
第
一
章

の
結
論
で
あ
る
。

　
第
二
章
は
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
ブ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
期
か
ら
ゴ

ル
バ
チ
ョ
フ
政
権
に
い
た
る
ソ
連
の
対
日
認
識
の
変
化
を
、
特
に
日

本
の
軍
事
力
を
め
ぐ
る
評
価
、
ソ
連
に
お
け
る
「
日
本
軍
国
主
義
」

の
評
価
を
焦
点
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
の
点
を
解
明
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
ソ
連
の
新
思
考
外
交
の
中
で
対
日
政
策
を
位
置
づ
け
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
以
下
の
点
が

明
ら
か
に
さ
れ
る
。
第
一
は
ソ
連
に
お
け
る
「
日
本
軍
国
主
義
」
批

判
が
、
こ
の
二
〇
年
間
常
に
同
じ
よ
う
な
調
子
で
行
わ
れ
た
の
で
は
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な
く
、
七
〇
年
代
末
か
ら
八
○
年
代
前
半
に
か
け
て
、
特
に
批
判
の

高
ま
り
が
見
ら
れ
た
と
い
う
。
第
二
に
、
一
九
八
七
年
か
ら
八
九
年

に
か
け
て
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
政
権
下
で
、
従
来
の
資
本
主
義
観
の
徹

底
し
た
見
直
し
が
行
わ
れ
、
資
本
主
義
が
必
然
的
に
軍
国
主
義
を
生

み
出
す
と
い
う
考
え
方
が
公
式
に
否
定
さ
れ
、
八
○
年
代
末
の
対
日

認
識
の
変
化
は
、
資
本
主
義
観
の
根
本
的
変
化
を
伴
う
も
の
で
対
日

批
判
を
一
時
的
に
抑
制
し
た
七
〇
年
代
初
め
と
は
大
き
く
性
格
が
異

な
る
こ
と
、
第
三
点
と
し
て
ブ
レ
ジ
ネ
フ
も
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
も
資
本

主
義
国
家
間
関
係
を
分
析
す
る
際
に
、
ア
メ
リ
カ
・
西
欧
・
日
本
と

い
う
三
つ
の
力
の
中
心
と
い
う
枠
組
み
を
提
起
し
、
中
心
の
ひ
と
つ

と
し
て
日
本
を
位
置
づ
け
た
が
ブ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
期
に
は
、
日
本
は

最
も
弱
い
環
と
い
う
認
識
が
強
く
見
ら
れ
た
の
に
対
し
、
ゴ
ル
バ
チ

ョ
フ
政
権
下
で
は
、
資
本
主
義
陣
営
内
部
に
お
け
る
日
本
の
地
位
が

高
く
評
価
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
こ
と
、
こ
の
よ
う
に
ソ
連
の
国
際
秩

序
観
は
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
政
権
下
で
明
白
に
変
化
し
た
こ
と
が
明
ら
か

に
さ
れ
た
。

　
第
三
章
は
、
主
と
し
て
一
九
七
〇
年
以
降
九
一
年
の
ソ
連
解
体
ま

で
の
時
期
を
扱
っ
て
い
る
が
、
次
の
三
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。
第
一
に
ソ
連
が
日
米
関
係
を
ど
の
よ
う
に
見
て
来
た

か
、
認
識
の
変
化
を
考
察
す
る
。
第
二
に
安
全
保
障
面
で
は
共
通
の

目
的
で
結
ば
れ
た
同
盟
関
係
で
あ
る
が
、
経
済
面
で
は
競
争
関
係
と

い
う
日
米
関
係
の
持
つ
二
つ
の
側
面
の
う
ち
ソ
連
は
ど
ち
ら
を
よ
り

重
要
で
、
両
国
関
係
に
と
っ
て
決
定
的
で
あ
る
と
考
え
て
き
た
の
か
。

経
済
と
安
全
保
障
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
見
て
き
た
か
明
ら
か
に
す

る
。
第
三
に
変
容
す
る
日
米
関
係
が
ソ
連
の
政
策
に
と
っ
て
持
つ
意

味
、
逆
に
ソ
連
の
政
策
の
日
米
関
係
へ
の
影
響
を
考
察
し
て
い
る
。

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
政
権
下
で
行
わ
れ
た
日
米
関
係
を
め
ぐ
る
議
論
の
評

価
を
主
と
し
て
ブ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
そ
れ
と
比
較
し
な
が
ら
検
討

し
た
結
果
得
ら
れ
た
結
論
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
第
一
に
経
済
摩

擦
を
は
じ
め
増
大
す
る
日
米
間
の
緊
張
に
ソ
連
の
関
心
は
向
け
ら
れ

た
が
、
一
九
八
八
年
以
降
経
済
摩
擦
が
日
米
の
経
済
的
不
和
を
呼
び

起
こ
す
こ
と
は
な
い
と
い
う
認
識
が
次
第
に
強
ま
っ
て
き
た
。
さ
ら

に
注
目
す
べ
き
は
、
ソ
連
に
と
っ
て
日
米
間
の
緊
張
は
望
ま
し
く
な

い
と
い
う
考
え
方
が
現
わ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
日
米
間
の
矛
盾

を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
対
日
接
近
を
試
み
る
の
で
は
な
く
、
安

定
し
た
日
米
関
係
の
下
で
の
対
日
関
係
改
善
を
ソ
連
が
求
め
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
極
め
て
重
大
で
あ
り
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
政
権
以
前
の

日
米
関
係
を
め
ぐ
る
ソ
連
の
評
価
か
ら
の
大
き
な
転
換
で
あ
る
と
い

え
る
。
第
二
に
一
九
八
五
年
五
月
、
日
米
安
保
条
約
を
公
式
に
容
認

し
た
シ
ュ
ワ
ル
ナ
ゼ
外
相
の
発
言
の
裏
側
に
は
、
日
本
の
軍
事
力
や

日
米
関
係
を
め
ぐ
り
ソ
連
側
の
認
識
の
根
本
的
な
転
換
が
あ
っ
た
。

米
ソ
協
調
関
係
の
進
展
に
よ
っ
て
、
ソ
連
に
と
っ
て
の
日
米
安
保
条
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約
の
持
つ
意
味
は
、
明
ら
か
に
変
化
し
た
。
第
三
に
「
日
本
軍
国
主

義
」
の
否
定
が
、
従
来
の
公
式
の
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
的
資

本
主
義
観
か
ら
離
れ
た
評
価
で
あ
る
の
と
同
様
に
、
安
定
し
た
日
米

関
係
を
求
め
る
こ
と
は
レ
ー
ニ
ン
以
来
の
対
外
基
本
戦
略
を
修
正
し
、

既
存
の
資
本
主
義
国
際
関
係
の
枠
組
み
と
の
協
調
を
ソ
連
が
求
め
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
政
権
に
よ
る
日

米
安
保
条
約
の
容
認
は
、
単
に
従
来
の
対
日
認
識
の
変
化
を
意
味
す

る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
両
体
制
間
の
相
互
依
存
関
係
と
国
際
協
調
関
係

の
枠
組
み
を
重
視
す
る
新
思
考
外
交
が
、
対
日
政
策
の
中
で
具
体
化

し
た
と
見
る
べ
き
だ
と
指
摘
が
な
さ
れ
る
。

　
第
二
部
で
は
、
ソ
連
解
体
後
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
対
外
政
策
の
基

本
的
枠
組
み
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
特
に
、
ア
メ
リ
カ
や
西
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
な
ど
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
、
か
つ
て
の
い
わ
ゆ
る
「
西
側
」
諸
国

と
の
関
係
、
ソ
連
解
体
の
結
果
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
は
外
国
と
な
っ
た

旧
ソ
連
構
成
共
和
国
と
の
関
係
が
考
察
の
中
心
と
な
る
。
同
時
に
対

外
政
策
の
基
本
的
枠
組
み
が
東
ア
ジ
ア
の
国
際
関
係
に
と
っ
て
持
つ

意
味
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
露
中
関
係
、
日
露
関
係
も
考
察
の
対

象
と
し
て
い
る
。

　
第
四
章
は
、
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
の
結
果
生
じ
た
ソ
連
・
東
欧
関
係

の
崩
壊
と
、
ソ
連
解
体
の
事
実
を
ふ
ま
え
、
第
一
に
ロ
シ
ア
の
対
外

政
策
の
中
で
「
西
側
」
諸
国
と
の
関
係
、
旧
ソ
連
諸
国
と
の
関
係
が

ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
の
考
察
を
通
じ
て
ソ
連
解
体
後

の
ロ
シ
ア
の
対
外
政
策
路
線
の
基
本
的
特
色
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

第
二
に
ロ
シ
ア
の
対
外
政
策
に
お
け
る
中
東
欧
諸
国
の
位
置
づ
け
を
、

中
東
欧
諸
国
の
N
A
T
O
加
盟
問
題
と
の
関
連
で
考
察
す
る
。
こ
の

結
果
得
ら
れ
た
結
論
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
に
ソ
連
解
体
後
、

一
九
九
二
年
前
半
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
対
外
政
策
は
、
ア
メ
リ
カ
を

は
じ
め
と
す
る
「
西
側
」
諸
国
と
の
協
調
関
係
維
持
を
第
一
義
的
に

重
視
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
九
二
年
一
〇
月
以
降
は
旧
ソ
連
諸
国

と
の
関
係
調
整
が
名
実
と
も
に
第
一
優
先
順
位
を
占
め
る
よ
う
に
な

り
、
ロ
シ
ア
は
「
西
側
」
と
の
協
調
関
係
維
持
と
、
旧
ソ
連
権
益
擁

護
の
間
で
バ
ラ
ン
ス
を
模
索
し
な
が
ら
今
日
に
い
た
っ
た
。
第
二
に

一
九
九
二
年
を
通
じ
て
、
ロ
シ
ア
の
対
外
政
策
全
体
の
中
で
、
中
東

欧
の
占
め
る
位
置
づ
け
は
小
さ
か
っ
た
。
し
か
し
中
東
欧
諸
国
、
特

に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
チ
ェ
コ
な
ど
が
N
A
T
O
加
盟

の
意
志
を
表
わ
す
に
い
た
り
ロ
シ
ア
は
こ
れ
ら
の
地
域
に
対
す
る
関

心
を
再
び
増
大
さ
せ
、
そ
の
対
外
政
策
全
体
に
占
め
る
中
東
欧
の
優

先
順
位
が
上
昇
し
た
。
第
三
に
中
東
欧
の
N
A
T
O
加
盟
問
題
を
め

ぐ
る
ロ
シ
ア
の
立
場
を
考
察
し
て
、
N
A
T
O
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ

た
の
が
「
平
和
の
た
め
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
構
想
で
あ
る
。

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
調
印
を
め
ぐ
り
ロ
シ
ア
国
内
で
様
々
な
意

見
が
あ
っ
た
が
、
調
印
に
こ
ぎ
つ
け
た
と
い
う
事
実
は
、
ロ
シ
ア
の
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対
外
政
策
決
定
過
程
に
お
い
て
「
西
側
」
と
の
協
調
を
重
視
す
る
現

実
主
義
的
立
場
が
、
依
然
と
し
て
主
流
を
占
め
て
い
た
こ
と
の
表
れ

と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
る
。

　
第
五
章
は
、
第
一
に
一
九
九
六
年
一
月
の
プ
リ
マ
コ
フ
の
外
相
就

任
が
ロ
シ
ア
の
対
外
政
策
形
成
に
も
た
ら
し
た
意
味
に
つ
い
て
考
察

し
、
第
二
に
九
六
年
か
ら
九
七
年
に
か
け
て
ロ
シ
ア
と
C
I
S
諸
国

と
の
関
係
が
ど
の
よ
う
に
進
展
し
た
か
を
、
ロ
シ
ア
の
対
C
I
S
政

策
と
の
関
連
で
検
討
し
、
第
三
に
ロ
シ
ア
と
N
A
T
O
の
関
係
が
い

か
な
る
形
で
展
開
し
た
か
、
ま
た
N
A
T
O
拡
大
問
題
を
め
ぐ
り
ロ

シ
ア
国
内
で
ど
の
よ
う
な
議
論
が
行
わ
れ
、
そ
の
議
論
が
対
外
政
策

形
成
に
い
か
な
る
イ
ン
パ
ク
ト
を
及
ぼ
し
た
か
考
察
す
る
。
そ
の
結

果
、
次
の
三
つ
の
結
論
が
導
き
出
さ
れ
る
。
第
一
に
「
西
側
」
諸
国

と
の
協
調
関
係
維
持
と
、
旧
ソ
連
諸
国
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
利
益
擁

護
の
間
で
、
バ
ラ
ン
ス
を
は
か
る
こ
と
が
九
二
年
末
か
ら
の
ロ
シ
ア

対
外
政
策
に
お
け
る
基
本
問
題
で
あ
っ
た
。
第
二
に
、
プ
リ
マ
コ
フ

の
外
相
就
任
後
、
対
外
政
策
形
成
過
程
に
お
け
る
外
務
省
の
「
地
盤

沈
下
」
に
歯
止
め
が
か
け
ら
れ
、
N
A
T
O
拡
大
問
題
と
の
関
連
で

起
っ
た
対
外
政
策
論
争
も
収
束
に
向
か
っ
た
。
第
三
に
ロ
シ
ア
に
と

っ
て
C
I
S
諸
国
と
の
関
係
強
化
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
れ
は
旧
ソ
連

諸
国
に
存
在
す
る
現
実
的
利
益
に
基
づ
い
て
の
関
係
強
化
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
ロ
シ
ア
の
対
外
政
策
に
お
け
る
脱
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の

立
場
は
ソ
連
時
代
の
末
期
の
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
か
ら
継
承
さ
れ
、
ソ

連
解
体
後
も
生
き
続
け
て
い
る
。

　
第
六
章
は
、
N
A
T
O
拡
大
問
題
が
ロ
シ
ア
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
政

策
や
、
ロ
シ
ア
と
東
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
関
係
に
及
ぼ
し
得
る
イ
ン
パ

ク
ト
の
有
無
を
考
察
す
る
に
あ
た
り
、
主
と
し
て
ロ
シ
ア
と
中
国
、

ロ
シ
ア
と
日
本
の
関
係
を
と
り
あ
げ
る
。
さ
ら
に
イ
ン
パ
ク
ト
の
意

味
を
追
求
す
る
。
そ
の
結
果
得
ら
れ
た
結
論
は
（
1
）
N
A
T
O
の
存

在
自
体
は
も
は
や
脅
威
で
は
な
い
が
、
拡
大
の
進
行
は
脅
威
と
感
じ

ら
れ
る
。
そ
う
し
た
意
味
で
、
ロ
シ
ア
対
外
政
策
全
体
の
中
で
東
ア

ジ
ア
の
優
先
順
位
が
あ
が
る
可
能
性
、
ま
た
あ
げ
る
必
要
性
も
あ
る

と
の
指
摘
が
な
さ
れ
る
。
（
2
）
ロ
中
関
係
に
お
け
る
「
N
A
T
O
フ

ァ
ク
タ
ー
」
の
限
界
が
指
摘
さ
れ
る
が
、
反
N
A
T
O
を
意
図
し
た

ロ
中
同
盟
構
築
は
、
最
初
か
ら
現
実
性
を
欠
き
、
ロ
中
関
係
の
進
展

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ロ
シ
ア
の
政
策
形
成
者
に
お
け
る
対
中
認
識
が

厳
し
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
日
本
に
つ
い
て
は
ソ
連
解
体
後
の
東

ア
ジ
ア
政
策
は
、
中
国
と
日
本
を
基
軸
に
構
築
さ
れ
て
き
た
が
、
ロ

シ
ア
対
外
政
策
は
東
ア
ジ
ア
の
「
西
側
」
日
本
と
東
ア
ジ
ア
の
「
C

I
S
」
中
国
の
間
で
、
一
定
の
均
衡
を
は
か
り
、
ロ
日
関
係
に
お
け

る
「
N
A
T
O
フ
ァ
ク
タ
ー
」
は
間
接
的
な
性
格
で
あ
る
が
、
ロ
シ

ア
と
N
A
T
O
の
協
調
関
係
が
維
持
さ
れ
て
こ
そ
ロ
日
関
係
の
改
善

も
現
実
的
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
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第
七
章
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
の
安
全
保
障
を
め
ぐ
る
ロ
シ
ア
の
立

場
が
い
か
な
る
も
の
な
の
か
、
そ
れ
が
ソ
連
時
代
、
冷
戦
期
と
比
べ

て
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
を
、
米
ロ
関
係
、
日
米
関
係
、
日
ロ

関
係
と
の
関
連
で
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
前
提
と
し
て
、
ア

ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
包
括
的
な
安
全
保
障
体
制
が
い
ま
だ
に
形
成
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
、
一
九
九
七
年
ロ
シ
ア
は
A
P
E
C
へ
の
加
盟
が

承
認
さ
れ
、
そ
れ
が
同
国
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
の
安
全
保
障
問
題
に
ど

の
よ
う
な
影
響
を
持
つ
か
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
に
お
け
る
安
全
保
障
観

の
変
化
に
つ
い
て
検
討
し
た
後
、
A
R
F
に
対
す
る
ロ
シ
ア
の
立
場

を
考
察
し
、
ま
た
日
米
安
保
体
制
を
め
ぐ
る
ロ
シ
ア
の
評
価
を
明
ら

か
に
し
、
さ
ら
に
日
本
と
ロ
シ
ア
の
安
全
保
障
面
に
対
す
る
交
流
の

進
展
に
つ
い
て
も
考
察
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
次
の
よ
う
な
結

論
が
導
き
出
さ
れ
る
。
第
一
に
冷
戦
構
造
崩
壊
の
結
果
、
一
九
九
〇

年
代
後
半
に
、
ロ
シ
ア
の
安
全
保
障
観
は
、
決
定
的
に
変
化
し
た
。

対
外
関
係
に
お
け
る
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
の
最
大
の
脅
威
は
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
に
お
い
て
も
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
に
お
い
て
も
、
国
際
関
係
再
編

の
動
き
か
ら
と
り
残
さ
れ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
国
際
安
全
保
障
協

力
、
国
際
経
済
協
力
の
枠
組
み
か
ら
の
除
外
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て

A
R
F
や
A
P
E
C
の
参
加
が
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
く
る
。
第
二

に
A
R
F
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
の
包
括
的
安
全
保
障
擁
護
と
し
て
は
限

界
が
あ
り
、
そ
の
意
味
で
北
東
ア
ジ
ア
の
二
国
問
安
全
保
障
シ
ス
テ

ム
と
し
て
機
能
す
る
日
米
安
全
保
障
体
制
を
め
ぐ
る
ロ
シ
ア
の
評
価

は
、
こ
れ
を
積
極
的
に
肯
定
す
る
方
向
に
変
化
し
た
。
第
三
に
、
一

九
九
六
年
か
ら
九
八
年
に
か
け
て
日
ロ
間
の
安
全
保
障
分
野
に
お
け

る
交
流
は
、
著
し
く
進
展
し
た
。
す
な
わ
ち
九
〇
年
代
後
半
に
質
的

な
変
化
が
起
こ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

　
以
上
内
容
を
紹
介
し
て
き
た
が
、
本
論
文
の
評
価
す
べ
き
点
は
次

の
よ
う
で
あ
る
。
第
一
は
こ
れ
ま
で
手
薄
で
あ
っ
た
ソ
連
と
ロ
シ
ア

の
ア
ジ
ア
太
平
洋
政
策
を
詳
細
に
分
析
し
た
点
で
あ
る
。
ソ
連
の
対

外
政
策
自
体
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
比
重
が
あ
り
、
ア
ジ
ア
に
お
い
て
さ
ほ

ど
活
発
な
外
交
を
展
開
し
な
か
っ
た
こ
と
に
も
よ
る
が
、
日
本
の
ソ

連
研
究
が
欧
米
の
研
究
動
向
に
影
響
さ
れ
て
き
た
こ
と
も
、
こ
の
分

野
の
研
究
が
乏
し
か
っ
た
大
き
な
理
由
で
あ
っ
た
。
ソ
連
と
ロ
シ
ア

の
対
ア
ジ
ア
太
平
洋
政
策
に
正
面
か
ら
と
り
く
ん
だ
姿
勢
は
高
く
評

価
で
き
る
。

　
次
に
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
政
策
を
単
独
に
と
ら
え

る
の
で
は
な
く
、
対
西
側
政
策
、
さ
ら
に
国
内
の
人
脈
や
政
治
力
学

と
の
関
連
に
お
い
て
と
ら
え
て
い
る
点
で
あ
る
。
ま
た
ロ
シ
ア
の
連

邦
制
と
対
外
政
策
を
関
連
さ
せ
て
論
じ
て
い
る
点
は
、
新
た
な
視
点

を
提
供
す
る
も
の
と
し
て
評
価
で
き
る
。

　
第
三
は
、
ロ
シ
ア
語
に
対
す
る
高
い
語
学
能
力
を
駆
使
し
て
、
豊

富
な
一
次
資
料
に
あ
た
っ
た
点
で
あ
る
。
そ
れ
も
グ
ラ
ス
ノ
ス
チ
に
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触
発
さ
れ
た
ロ
シ
ア
に
お
け
る
文
書
の
公
開
、
言
論
の
自
由
化
を
ふ

ま
え
て
、
広
く
多
方
面
の
資
料
を
組
み
合
わ
せ
て
分
析
の
筆
を
進
め

て
い
る
。
特
に
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
政
権
の
脱
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
過
程
を
対

資
本
主
義
、
日
本
、
日
米
関
係
な
ど
の
観
点
か
ら
原
典
に
あ
た
り
な

が
ら
、
詳
細
に
追
求
し
た
点
は
学
界
に
大
き
く
貢
献
す
る
と
い
え
よ

う
。　
だ
が
本
論
文
に
も
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
著
者
の
問
題
意

識
は
、
ソ
連
と
ロ
シ
ア
の
対
外
政
策
に
お
け
る
連
続
性
と
不
連
続
性

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
連
続
性
に

力
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
脱
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
」
で
あ
る
。
し
か
し
何
故
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
脱
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
化

し
て
い
っ
た
の
か
、
ま
た
何
故
そ
れ
が
可
能
だ
っ
た
か
に
つ
い
て
は

ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
本
論
文
の
テ
ー
マ
を
は
ず

れ
る
問
題
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
独
立
の
研
究
を
要
す
る
大
き
な
テ
ー

マ
に
な
り
得
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
が
、
や
や
物
足
り
な
さ
を
感

ず
る
。
ま
た
こ
の
点
と
関
連
し
て
、
ソ
連
の
脱
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
対

外
政
策
が
「
た
と
え
社
会
主
義
体
制
の
利
益
を
擁
護
す
る
こ
と
が
で

き
な
く
と
も
」
資
本
主
義
体
制
と
の
共
存
を
は
か
る
路
線
に
転
換
し

た
と
す
る
見
解
（
第
八
章
）
は
、
意
見
を
異
に
す
る
研
究
者
も
多
い

で
あ
ろ
う
。
確
固
と
し
た
社
会
主
義
者
で
あ
っ
た
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、

形
式
的
に
で
な
く
本
質
的
に
社
会
主
義
ソ
連
に
と
っ
て
の
国
益
と
は

何
か
を
考
え
た
は
ず
で
あ
り
、
そ
の
結
果
が
脱
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
対

外
政
策
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
決
し
て
「
社
会
主
義
の
利
益
を
損
な

っ
て
も
」
と
は
思
え
な
い
。
し
か
し
こ
の
点
は
、
社
会
主
義
や
国
益

の
概
念
に
も
よ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
よ
り
詳
細
な
分
析
を
必
要
と
す

る
で
あ
ろ
う
。

　
一
次
資
料
に
綿
密
に
あ
た
っ
て
分
析
を
進
め
た
点
も
、
一
面
で
は

問
題
を
生
ず
る
。
一
次
資
料
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
バ
イ
ア
ス
が
か
か
っ

て
い
る
も
の
も
あ
り
、
政
府
の
資
料
も
例
外
で
は
な
い
。
例
え
ば

「
諸
外
国
の
中
に
は
連
邦
構
成
主
体
と
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
国
家
と
し
て
の
ロ
シ
ア
の
統
一
性
に
打
撃
を
与
え
よ
う
と
す
る

意
図
を
隠
さ
な
い
国
が
あ
る
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
」
（
ロ
シ
ア
外
務

省
発
行
『
外
交
通
報
』
か
ら
の
引
用
・
第
八
章
）
な
ど
の
引
用
も
慎

重
で
あ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
本
論
文
は
、
著
者
が
大
学
院
修
士
課
程
以
来
一
貫
し
て
と

り
組
ん
で
き
た
テ
ー
マ
の
延
長
線
上
に
あ
り
、
ソ
連
東
欧
学
会
（
現

ロ
シ
ア
東
欧
学
会
）
、
日
本
国
際
政
治
学
会
で
学
会
報
告
を
行
っ
た

り
、
『
法
学
研
究
』
『
外
交
時
報
』
『
国
際
政
治
』
な
ど
に
論
文
と
し

て
発
表
し
、
そ
れ
に
対
す
る
批
判
を
受
け
て
書
き
改
め
た
も
の
も
多

く
既
に
学
界
に
お
い
て
一
定
の
評
価
を
受
け
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
本
論
文
は
博
士
（
法
学
）
（
慶
鷹
義
塾
大
学
）
の
学

位
を
授
与
す
る
こ
と
を
適
当
と
認
め
る
も
の
で
あ
る
。

142



二
〇
〇
〇
年
三
月
三
日

主
査

副
査

副
査

慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員
法
学
博
士

慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員
哲
学
博
士

大
東
文
化
大
学
教
授
法
学
博
士

池
井
　
　
優

添
谷
　
芳
秀

松
井
　
弘
明

特別記事
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